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209 R・パークスとM・L・キング・Jr.

ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
と
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア

――
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
以
後
――

森
田　

美
千
代

Ⅰ
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
以
後
の
、
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
（R

osa Parks, 1913

―2005

）
と
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
（M

artin Luther K
ing, Jr., 1929

―1968

）
と
の
交
わ
り
を
扱
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
稿
は
、
キ
ン

グ
と
の
出
会
い
後
の
パ
ー
ク
ス
の
生
涯
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
（
キ
ン
グ
と
の
出
会
い
ま
で
の
パ
ー
ク
ス
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で

論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
1
（

）。

本
稿
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
以
後
の
、
パ
ー
ク
ス
と
キ
ン
グ
と
の
交
わ
り
を
扱
う
と
は
い
っ
て
も
、
パ
ー
ク
ス

と
キ
ン
グ
と
の
初
め
て
の
出
会
い
は
、
運
動
が
始
ま
る
前
の
、
一
九
五
五
年
八
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
ク
ス
は
、
実
際

の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
始
ま
る
前
か
ら
キ
ン
グ
を
知
っ
て
い
た
。
ま
た
、
キ
ン
グ
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
印
象

を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
成
功
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
要
因
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
）
2
（

。
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本
稿
は
、
ま
ず
、
キ
ン
グ
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
最
初
か
ら
組
織
し
指
導
し
た
の
で
は
な
く
て
、
パ
ー
ク

ス
、
E
・
D
・
ニ
ク
ソ
ン
（E

. D
. N

ixon, 1899

―1987

）、
ジ
ョ
・
ア
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（Jo A

nn R
obinson, 1912

―1992

）、
フ
レ
ッ

ド
・
グ
レ
イ
（Fred G

ray, 1930

―
）、
ラ
ル
フ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ア
バ
ナ
シ
ー
（R

alph D
avid A

bernathy, 1926

―1990

）
が
準
備
し
た

土
壌
に
、
後
か
ら
登
場
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
キ
ン
グ
と
ニ
ク
ソ
ン
や
、
キ
ン
グ
と
ア
バ
ナ
シ
ー
と
の
関
係
と
違
っ
て
、
キ
ン
グ
と
パ
ー
ク
ス
は
、
生
涯
信
頼
の
気
持
ち
を
も
ち

続
け
た
こ
と
は
真
実
で
あ
る
が
、
キ
ン
グ
の
非
暴
力
抵
抗
思
想
に
関
し
て
は
、
パ
ー
ク
ス
は
、
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
は

完
全
に
は
従
え
な
い
と
思
い
続
け
て
い
た
こ
と
も
真
実
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ス
が
マ
ル
コ
ム
X
（M

alcolm
 X

, 1925

―1965

）
と
出
会
う
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
は
強
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
稿
は
明
ら
か
に
す
る
。

さ
ら
に
、
キ
ン
グ
個
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
組
織
――
例
え
ば
、
M
I
A
（M

ontgom
ery Im

provem
ent A

ssociation,  

モ
ン

ゴ
メ
リ
ー
改
良
協
会
）
や
S
C
L
C
（Southern C

hristian Leadership C
onference,  

南
部
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
会
議
）
な
ど
――
が
も

つ
性
差
別
（sexism

）
に
つ
い
て
、
本
稿
は
示
す
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
で
人
種
差
別
の
な
い
バ
ス
に
最
初
に
乗
っ
た
の
は
、
キ
ン
グ
、
ア
バ

ナ
シ
ー
、
ニ
ク
ソ
ン
、
白
人
の
グ
レ
ン
・
ス
マ
イ
リ
ー
（G

lenn Sm
iley

）
の
男
性
た
ち
で
あ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
を
始
動
さ
せ
た
女
性
の
パ
ー
ク
ス
は
、
招
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
職
と
自
由
の
た
め
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
に
お
い
て
も
、

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
男
性
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
並
ん
で
行
進
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
も
せ
ず
、
演
説
の
依
頼
も
受
け
な
か
っ
た
。

キ
ン
グ
と
の
交
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
最
後
に
、
次
代
の
黒
人
の
若
者
を
教
育
す
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
い
た
パ
ー
ク
ス

が
、
一
九
八
七
年
、
エ
レ
イ
ン
・
イ
ー
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
（E

laine E
ason Steel

）
と
と
も
に
、「
ロ
ー
ザ
＆
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
ス

自
己
開
発
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（the R

osa and R
aym

ond Parks Institute for Self-D
evelopm

ent

）」
を
設
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て

触
れ
る
。

ky5032�ークスe.indd   210 11.7.25   2:23:21 PM



211 R・パークスとM・L・キング・Jr.

Ⅱ
．
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動

一
九
五
五
年
一
二
月
一
日
（
木
曜
日
）
の
夕
方
、
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
は
、
バ
ス
で
席
を
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
人
種
隔
離
法

違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
パ
ー
ク
ス
が
な
ぜ
そ
の
と
き
バ
ス
で
席
を
立
た
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
彼
女
は
疲
れ
て
い
た
か
ら
だ
と

か
、
彼
女
は
N
A
A
C
P
（N

ational A
ssociation for the A

dvancem
ent of C

olored People,  

全
国
有
色
人
向
上
協
会
）
や
そ
の
他
の

団
体
に
よ
っ
て
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
）
3
（

、
根
本
に
お
い
て
は
、
パ
ー
ク
ス
の
尊
厳
と
自

尊
心
の
感
覚
（sense of dignity and self-respect

）
が
、
そ
う
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
）
4
（

。
つ
ま
り
、
人
格
を
守
る
権
利
――
人
権
――
の

感
覚
が
、
パ
ー
ク
ス
に
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
最
も
正
確
で
あ
る
と
、
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。
パ
ー
ク
ス
も
、「
わ
た
し
に

と
っ
て
は
そ
こ
﹇
パ
ー
ク
ス
が
座
っ
て
い
た
席
﹈
が
、（
中
略
）
わ
た
し
の
人
権

0

0

（hum
an rights

）
と
は
何
な
の
か
を
、
は
っ
き
り
さ
せ

る
場
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
）
5
（

。

パ
ー
ク
ス
は
、
留
置
さ
れ
た
刑
務
所
か
ら
、
ま
ず
家
（
夫
と
母
）
に
電
話
し
た
。
パ
ー
ク
ス
が
逮
捕
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
E
・
D
・
ニ

ク
ソ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
。
彼
は
、
黒
人
弁
護
士
の
フ
レ
ッ
ド
・
グ
レ
イ
に
電
話
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
グ
レ
イ
は
、
不
在
で
あ
り
、
連

絡
が
と
れ
な
か
っ
た
。

ニ
ク
ソ
ン
は
、
パ
ー
ク
ス
に
、
今
回
の
逮
捕
を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
て
も
い
い
か
ど
う
か
尋
ね
た
。
パ
ー
ク
ス
は
、
起

訴
人
に
な
る
こ
と
に
同
意
し
た
）
6
（

。

パ
ー
ク
ス
の
家
か
ら
戻
っ
た
ニ
ク
ソ
ン
は
、
再
び
グ
レ
イ
に
電
話
し
た
。
グ
レ
イ
は
、
ジ
ョ
・
ア
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ンに
電
話
を
し
た
。
彼

女
は
、
キ
ン
グ
が
牧
す
る
デ
ク
ス
タ
ー
街
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
（D

exter A
venue B

aptist C
hurch

）
の
教
会
員
で
あ
り
、
ま
た
ア
ラ
バ
マ

ky5032�ークスe.indd   211 11.7.25   2:23:22 PM



212

州
立
大
学
（the A

labam
a State U

niversity

）
の
教
授
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、「
女
性
政
治
協
議
会
（W

om
en ’s Political 

C
ouncil

）」
――
こ
れ
は
、
人
種
隔
離
政
策
に
賛
成
し
て
い
た
「
女
性
有
権
者
連
盟
（the League of W

om
en Votes

）」
に
対
抗
し
て
、

一
九
四
六
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
統
合
主
義
者
（integrationists

）
か
ら
な
っ
て
い
た
――
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
支
部
長
で
も
あ
っ

た
）
7
（

。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、「
女
性
政
治
協
議
会
」
の
他
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
連
絡
を
と
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、
パ
ー
ク
ス
の
裁
判
の
日
で
あ
る

一
二
月
五
日
に
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
開
始
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
）
8
（

。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
た
ち
は
、
一
二
月
一
日
（
木
曜

日
）
の
夜
、
ア
ラ
バ
マ
州
立
大
学
に
集
ま
り
、
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
呼
び
か
け
の
チ
ラ
シ
を
三
万
五
千
部
作
成
し
た
）
9
（

。
す
べ
て
の
人
間
に
も

ま
し
て
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
事
実
上
組
織
し
た
の
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
だ
っ
た
と
、
ダ

グ
ラ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
（D

ouglas B
rinkley, 1960

―
）
は
言
う
）
10
（

。

翌
日
、
一
二
月
二
日
（
金
曜
日
）
の
朝
五
時
に
、
ニ
ク
ソ
ン
は
ま
ず
、
自
分
が
属
し
て
い
る
第
一
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
（the First B

aptist 

C
hurc

）
11
（h

）
の
牧
師
で
あ
る
ラ
ル
フ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
バ
ナ
シ
ー
に
電
話
し
た
。
ア
バ
ナ
シ
ー
は
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
牧
師
連
合
（the 

B
aptist M

inisters A
lliance

）
の
書
記
も
し
て
い
た
。
ア
バ
ナ
シ
ー
は
、
ニ
ク
ソ
ン
に
、
二
人
の
人
物
と
連
絡
を
と
る
よ
う
に
提
案
し
た
。

一
人
は
バ
プ
テ
ス
ト
派
牧
師
連
合
の
会
長
で
あ
る
H
・
H
・
ハ
ッ
バ
ー
ド
（H

. H
. H

ubbard

）
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
）
12
（

。

キ
ン
グ
自
身
は
、「
私
は
、
何
ら
か
の
抗
議
が
必
要
だ
し
、
そ
う
な
れ
ば
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
有
効
な
方
法
だ
ろ
う
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
た

だ
ち
に
彼
﹇
ニ
ク
ソ
ン
﹈
に
同
意
し
た
」
と
書
い
て
い
る
が
）
13
（

、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
、「
ニ
ク
ソ
ン
は
、
キ
ン
グ
が
慎
重
な
態
度
を
崩
さ
ず
、

（
中
略
）
ボ
イ
コ
ッ
ト
支
持
に
対
し
て
曖
昧
な
返
事
を
し
た
こ
と
に
驚
い
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
）
14
（

。

同
日
、
一
二
月
二
日
（
金
曜
日
）
の
午
後
、
パ
ー
ク
ス
は
、
グ
レ
イ
の
事
務
所
で
、
キ
ン
グ
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
陣
頭
指
揮
を
と
る
と

知
ら
さ
れ
、
そ
れ
は
心
強
い
知
ら
せ
だ
っ
た
と
、
言
っ
て
い
る
）
15
（

。
パ
ー
ク
ス
は
、
デ
ク
ス
タ
ー
街
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
は
あ
ま
り
行
か

な
か
っ
た
の
で
）
16
（

、
そ
の
時
（
一
二
月
二
日
）
ま
で
、
キ
ン
グ
と
親
し
い
間
柄
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、、
一
九
五
五
年
八
月
一
四
日

に
N
A
A
C
P
集
会
の
特
別
講
師
と
し
て
、
キ
ン
グ
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
（M

etropolitan U
nited M

ethodist 
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213 R・パークスとM・L・キング・Jr.

C
hurch

）
に
来
て
、
パ
ー
ク
ス
が
そ
こ
で
キ
ン
グ
に
初
め
て
出
会
っ
て
以
来
、
彼
女
は
キ
ン
グ
に
良
い
印
象
を
も
っ
て
い
た
）
17
（

。

同
日
、
一
二
月
二
日
（
金
曜
日
）、
仕
事
を
終
え
た
後
、
パ
ー
ク
ス
は
、
デ
ク
ス
タ
ー
街
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
で
行
な
わ
れ
る
集
会
に
出
席

し
た
。
そ
こ
で
、
パ
ー
ク
ス
は
キ
ン
グ
に
初
め
て
直
に
会
う
）
18
（

。

そ
の
集
会
で
チ
ラ
シ
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
、
そ
の
内
容
は
、
前
日
一
二
月
一
日
（
木
曜
日
）
の
夜
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
た
ち
が
作
成

し
た
も
の
を
、
も
う
一
度
簡
潔
に
要
約
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
）
19
（

。

一
二
月
五
日
の
月
曜
日
に
は
、
仕
事
に
行
く
に
も
、
町
に
出
か
け
る
に
も
、
学
校
に
行
く
に
も
、
そ
の
他
ど
こ
に
行
く
に
も
バ

ス
に
乗
ら
な
い
で
欲
し
い
。
ま
た
ま
た
黒
人
女
性
が
バ
ス
座
席
を
譲
ら
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
逮
捕
さ
れ
、
投
獄
さ
れ

た
。
月
曜
日
に
は
、
仕
事
に
行
く
に
も
、
町
に
出
か
け
る
に
も
、
学
校
に
行
く
に
も
、
そ
の
他
ど
こ
に
行
く
に
も
バ
ス
に
乗
ら

な
い
で
欲
し
い
。
も
し
働
く
な
ら
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
か
、
自
動
車
を
乗
り
合
わ
せ
る
か
、
も
し
く
は
歩
い
て
欲
し
い
。
こ

れ
以
上
の
指
示
を
受
け
る
た
め
に
は
、
月
曜
日
午
後
七
時
か
ら
ホ
ー
ル
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
（H

olt Street 

B
aptist C

hurch

）
で
行
な
わ
れ
る
大
衆
集
会
に
来
て
欲
し
い
。

一
二
月
五
日
（
月
曜
日
）、
パ
ー
ク
ス
は
、
仕
事
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
は
、
裁
判
の
た
め
に
市
庁
舎
に
行
っ
た
）
20
（

。
パ
ー
ク
ス

に
は
、
証
言
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
の
弁
護
士
に
な
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
（C

harles Langford

）

と
グ
レ
イ
は
、
無
罪
の
申
し
立
て
は
し
た
も
の
の
、
問
わ
れ
て
い
る
罪
に
対
し
て
パ
ー
ク
ス
を
弁
護
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

法
廷
に
有
罪
判
決
を
下
さ
せ
た
上
で
、
上
告
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
21
（

。

し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ク
ス
は
、
バ
ス
に
お
け
る
人
種
隔
離
法
を
犯
し
た
か
ど
で
有
罪
判
決
を
受
け
、
執
行
猶
予
に
な
り
、
十
ド
ル
の
罰
金

と
四
ド
ル
の
審
判
料
を
払
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
）
22
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
パ
ー
ク
ス
の
弁
護
士
で
あ
る
グ
レ
イ
に
よ
る
弁
護
で
上
告
さ
れ
、
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パ
ー
ク
ス
は
罰
金
と
審
判
料
を
払
う
必
要
は
全
然
な
か
っ
た
）
23
（

。

同
日
つ
ま
り
一
二
月
五
日
（
月
曜
日
）
の
昼
食
時
に
、
ニ
ク
ソ
ン
、
ア
バ
ナ
シ
ー
、
エ
ド
ガ
ー
・
N
・
フ
レ
ン
チ
（E

dgar N
. French, 

1921
―197
）
24
（9

） 

の
三
人
は
、
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
延
長
を
予
想
し
て
、
抗
議
運
動
を
指
導
す
る
新
し
い
組
織
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

話
し
合
っ
た
）
25
（

。
彼
ら
が
ま
っ
た
く
新
し
い
組
織
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
N
A
A
C
P
の
よ
う
な
既
存
の
組
織
に
運
動
を
委
ね
る
よ

り
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
N
A
A
C
P
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
で
は
比
較
的
弱
い
団
体
で
、
大
衆
の
組
織
で
は
な
か
っ
た
。
会
員
数
も

少
な
く
、
会
員
を
募
る
の
も
大
変
だ
っ
た
）
26
（

」。

同
日
午
後
三
時
に
、
市
の
黒
人
指
導
者
数
十
名
が
、
ロ
イ
・
ベ
ネ
ッ
ト
（R

oy B
ennett

）
が
牧
す
る
マ
ウ
ン
ト
・
ザ
イ
オ
ン
A
M
E

教
会
（M

t. Zion A
M

E
 C

hurch
）
に
集
合
し
た
）
27
（

。
そ
こ
で
、
新
し
い
組
織
の
名
称
が
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
改
良
協
会
（M

ontgom
ery 

Im
provem

ent A
ssociation, M

IA
）
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
デ
ク
ス
タ
ー
街
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
教
会
員
で
あ
っ
た
ル
ー
フ
ァ
ス
・
ル
イ

ス
（R

ufus Lew
is

）
が
、
会
議
に
遅
刻
し
て
加
わ
っ
た
キ
ン
グ
を
会
長
に
推
薦
し
、
そ
の
よ
う
に
決
定
が
な
さ
れ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
財

務
担
当
係
に
な
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
キ
ン
グ
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
ニ
ク
ソ

ン
の
願
望
が
挫
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ー
ク
ス
は
、
キ
ン
グ
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を
喜
ん
だ
）
28
（

。

キ
ン
グ
が
会
長
に
選
ば
れ
た
の
は
、
彼
が
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
に
お
い
て
も
公
民
権
運
動
に
お
い
て
も
、
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人

間
で
あ
り
、
敵
対
者
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
29
（

。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
キ
ン
グ
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
最
初
か
ら
組
織
し
指
導
し
た

の
で
は
な
く
て
、
パ
ー
ク
ス
、
ニ
ク
ソ
ン
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
フ
レ
ッ
ド
、
ア
バ
ナ
シ
ー
た
ち
が
準
備
し
た
土
壌
に
、
後
か
ら
登
場
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ッ
ト
運
動
に
お
け
る
キ
ン
グ
の
貢
献
が
低
か
っ
た
と

言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
は
、
も
ち
ろ
ん
な
い
。

同
日
一
二
月
五
日
（
月
曜
日
）
の
夕
方
七
時
に
、
キ
ン
グ
は
、
第
一
回
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
改
良
協
会
大
衆
集
会
に
お
け
る
演
説
（A

ddress 
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to the First M
ontgom

ery Im
provem

ent A
ssociation M

ass M
eeting

）
を
、
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
、
ホ
ー
ル
ト
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
て
行
な
っ
た
。

こ
の
教
会
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
す
べ
て
の
黒
人
教
会
の
な
か
で
、
お
そ
ら
く
最
も
貧
弱
な
建
物
で

あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
教
会
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
最
貧
民
街
の
奥
深
い
場
所
に
あ
っ
た
た
め
、
白
人
た
ち
は
ほ
と
ん

ど
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
教
会
は
、
黒
人
が
大
衆
集
会
を
開
催
す
る
場
所
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
）
30
（

。

大
衆
集
会
に
集
ま
っ
た
黒
人
は
、
教
会
堂
内
に
千
人
、
教
会
堂
外
に
四
千
人
、
全
部
で
五
千
人
で
あ
っ
た
、
と
い
う
）
31
（

。

集
会
は
、
黒
人
教
会
で
通
常
行
な
わ
れ
て
い
る
主
日
礼
拝
次
第
と
同
様
に
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
進
め
ら
れ
た
）
32
（

。

開
会
讃
美
歌　
「
キ
リ
ス
ト
の
兵
士
よ
、
前
進
せ
よ
」（
日
本
語
讃
美
歌
三
七
九
番
）

祈
祷

聖
書
朗
読

基
調
講
演　

キ
ン
グ

　
　

パ
ー
ク
ス
と
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
ニ
エ
ル
の
紹
介

決
議　

ア
バ
ナ
シ
ー

献
金

閉
会
讃
美
歌　
「
わ
が
祖
国
、
そ
は
汝
の
も
の
」（
旧
ア
メ
リ
カ
国
歌
）

祝
祷　

ベ
ネ
ッ
ト

講
演
の
な
か
で
、
キ
ン
グ
は
、
パ
ー
ク
ス
を
、「
立
派
な
人
柄
の
キ
リ
ス
ト
者
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
キ
ン
グ
は
、
パ
ー
ク
ス
の
こ
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と
を
、「
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
に
住
む
最
も
す
ば
ら
し
い
あ
る
一
人
の
市
民
――
単
に
黒
人
市
民
の
一
人
と
い
う
の
で
は
な
く
、
最
も
す
ば
ら
し

い
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
市
民
の
一
人
で
あ
る
」、「
パ
ー
ク
ス
は
立
派
な
方
で
あ
る
。
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
こ
の
事
件
が
パ
ー
ク
ス
の
よ
う

な
方
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
私
﹇
キ
ン
グ
﹈
は
幸
い
だ
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
は
ど
こ
を
叩
い
て
も
埃
が
出
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い

誠
実
な
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
誰
も
彼
女
の
人
柄
の
高
潔
さ
を
疑
う
人
は
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
彼
女
が
持
っ
て
い
る
イ
エ
ス
の
教
え

へ
の
深
い
従
順
と
敬
虔
を
誰
も
疑
い
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
）
33
（

。

分
量
と
し
て
は
多
く
な
い
が
、
こ
こ
で
、
キ
ン
グ
の
非
暴
力
思
想
が
も
う
す
で
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
キ
ン
グ
は
言
っ
て
い

る
。「
私
た
ち
は
、
暴
力
は
ふ
る
わ
な
い
」
と
）
34
（

。

キ
ン
グ
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
「
キ
リ
ス
ト
者
の
運
動
」
に
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。「
私
は
モ
ン
ゴ
メ

リ
ー
の
隅
々
ま
で
、
そ
し
て
こ
の
国
の
果
て
ま
で
も
、
私
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
い
。
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
を

信
じ
て
い
る
。
私
た
ち
は
イ
エ
ス
の
教
え
を
信
じ
て
い
る
。（
中
略
）
神
を
前
面
に
立
て
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
が
こ
の
運

動
を
実
践
す
る
際
に
は
ど
ん
な
場
合
で
も
、
キ
リ
ス
ト
者
ら
し
く
あ
ろ
う
で
は
な
い
か
）
35
（

」。

そ
の
ほ
か
に
も
、
抵
抗
権
や
、
団
結
の
大
切
さ
に
も
触
れ
て
い
る
）
36
（

。

聴
衆
の
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
と
も
に
演
説
を
締
め
括
っ
た
キ
ン
グ
は
、
す
ぐ
に
、
感
極
ま
っ
た
様
子
の
パ
ー
ク
ス
の
も
と
へ
行
き
、

彼
女
を
抱
き
し
め
た
）
37
（

。
パ
ー
ク
ス
の
ほ
う
は
、
キ
ン
グ
の
演
説
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
抱
い
て
い
る
。「
キ
ン
グ
の
演
説
が
終

わ
っ
て
帰
宅
す
る
途
中
、
私
は
自
分
た
ち
の
抗
議
の
声
を
言
い
表
す
適
切
な
人
を
わ
れ
わ
れ
が
得
た
こ
と
を
悟
っ
た
。
そ
し
て
月
日
が
経
過

す
る
に
つ
れ
て
、
私
に
は
わ
れ
わ
れ
が
自
分
た
ち
の
モ
ー
セ
を
発
見
し
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
は
必
ず
わ
れ
わ
れ
を
万
民
の
た
め
の
自
由
と
正

義
の
約
束
の
地
に
ま
で
導
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、
明
白
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
）
38
（

。

集
会
で
決
め
よ
う
と
し
た
主
要
事
は
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
会
一
致
で
ボ
イ
コ
ッ
ト
継
続
を

支
持
し
た
。
同
時
に
以
下
の
決
議
を
し
た
。
第
一
に
バ
ス
の
運
転
手
は
黒
人
乗
客
に
対
し
て
礼
儀
正
し
い
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
、
第
二
に
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隔
離
を
維
持
し
た
上
で
乗
車
順
の
着
席
に
す
る
こ
と
、
第
三
に
黒
人
が
多
い
路
線
で
は
黒
人
の
運
転
手
を
雇
用
す
る
こ
と
、
と
い
う
決
議
を

し
た
）
39
（

。
一
二
月
八
日
（
木
曜
日
）、
キ
ン
グ
と
グ
レ
イ
を
含
む
M
I
A
の
役
員
た
ち
は
、
市
当
局
お
よ
び
バ
ス
会
社
の
役
員
た
ち
と
会
い
、
黒
人

に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
隔
離
撤
廃
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
M
I
A
は
、
上
記
三
項
目
を
要
求

し
た
）
40
（

。
こ
の
要
求
は
、
と
て
も
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
九
五
五
年
、
パ
ー
ク
ス
は
、
M
I
A
役
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
秋
に
は
、
パ
ー
ク
ス
は
M
I
A
の
広
報
委
員
会

の
座
長
を
つ
と
め
て
い
た
）
41
（

。

こ
の
頃
、
正
確
に
は
一
九
五
六
年
一
月
二
七
日
深
夜
、
キ
ン
グ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
・
カ
ッ
プ
の
上
の
祈
り
（prayer over the cup of 

coffee

）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
経
験
を
す
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
経
験
で
あ
っ
た
。

私
は
声
を
上
げ
て
祈
っ
た
。（
中
略
）「
主
よ
、（
中
略
）
私
は
こ
こ
で
正
し
い
と
信
じ
る
こ
と
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る

の
で
す
。
し
か
し
主
よ
、
私
は
告
白
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
弱
い
の
で
す
。
私
は
倒
れ
そ
う
で
す
。
勇
気
を
失
い
そ

う
で
す
。
そ
し
て
恐
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
私
は
も
う
力
の
限
界
に
来
て
い
ま
す
。
も
う
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
一

人
で
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」。
す
る
と
そ
の
時
、
私
は
内
な
る
声
の
静
か
な
励
ま
し
の
響
き
を
聞
き
取
っ
た
よ
う

に
思
っ
た
。「
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
よ
、
大
義
の
た
め
に
立
て
。
正
義
の
た
め
に
立
て
。
真
理
の
た
め
に
立
て
。
見
よ
、

私
は
お
前
と
共
に
い
る
。
世
の
終
わ
り
ま
で
も
共
に
い
る
）
42
（

」。

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ク
ス
も
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
キ
ン
グ
と
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
）
43
（

。
し
か
し
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
、

残
念
な
が
ら
、
そ
の
資
料
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

ky5032�ークスe.indd   217 11.7.25   2:23:26 PM



218

一
九
五
六
年
一
一
月
一
三
日
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
全
員
一
致
で
、
ア
ラ
バ
マ
州
人
権
隔
離
法
を
無
効
に
し
た
。
一
九
五
六
年
一
二

月
二
〇
日
付
け
で
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
バ
ス
は
法
的
に
人
種
統
合
さ
れ
、
一
三
ヶ
月
に
わ
た
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
）
44
（

。

世
の
注
目
は
、
パ
ー
ク
ス
か
ら
キ
ン
グ
へ
ほ
と
ん
ど
完
全
に
移
行
し
た
。
キ
ン
グ
、
ア
バ
ナ
シ
ー
、
ニ
ク
ソ
ン
、
そ
し
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
を

支
援
し
た
数
少
な
い
白
人
の
一
人
で
あ
る
グ
レ
ン
・
ス
マ
イ
リ
ー
（G

lenn Sm
iley

）
が
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
で
初
め
て
の
人
種
差
別
の
な
い

バ
ス
に
乗
っ
た
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
始
動
さ
せ
た
パ
ー
ク
ス
は
、
そ
こ
に
招
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
）
45
（

。

一
九
五
七
年
一
月
、
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
黒
人
指
導
者
た
ち
の
会
合
に
お
い
て
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
牧
師
の
一
団
は
、
キ
ン
グ
を
、
キ
リ
ス
ト

教
を
基
盤
と
し
た
公
民
権
の
た
め
の
新
組
織
――
後
に
S
C
L
C
と
な
る
組
織
――
の
会
長
に
選
出
し
た
（
会
長
職
の
正
式
な
日
付
は
二
月

一
四
日
で
あ
る
）
46
（

）。
こ
こ
で
、
キ
ン
グ
の
主
た
る
活
動
は
、
M
I
A
の
組
織
か
ら
S
C
L
C
の
組
織
へ
と
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

Ⅲ
．
デ
ト
ロ
イ
ト
時
代
――
キ
ン
グ
の
死
ま
で
――

パ
ー
ク
ス
は
、
一
九
五
七
年
八
月
に
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
か
ら
デ
ト
ロ
イ
ト
に
移
っ
た
。
な
ぜ
デ
ト
ロ
イ
ト
に
移
っ
た
の
か
。
ブ
リ
ン
ク

リ
ー
に
よ
れ
ば
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
続
く
殺
人
脅
迫
が
、
パ
ー
ク
ス
を
し
て
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
を
離
れ
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
最
大
の
理
由

だ
っ
た
。
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
市
の
白
人
の
商
業
組
合
が
、
パ
ー
ク
ス
を
「
ト
ラ
ブ
ル
・
メ
ー
カ
ー
」
で
あ
る
と
し

て
、
彼
女
が
職
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
パ
ー
ク
ス
を
最
も
苦
し
め
た
の
は
、
友
人
だ
と
思
っ
て
い
た
人
々
か
ら
向
け
ら
れ

た
憤
り
の
感
情
で
あ
っ
た
）
47
（

。

一
九
五
八
年
九
月
、
キ
ン
グ
か
ら
パ
ー
ク
ス
に
、
キ
ン
グ
の
新
著
『
自
由
へ
の
大
い
な
る
歩
み
（Stride T

ow
ard Freedom

）』
が
送
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ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、「
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
へ
。
あ
な
た
の
創
造
的
な
証
言
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
自
由
へ
の
大
き
な
一
歩
を

導
く
偉
大
な
力
と
な
っ
た
の
で
す
（“To R

osa Parks: W
hose creative w

itness w
as the great force that led to the m

odern stride 

tow
ard freedom

. ”

）」
と
、
パ
ー
ク
ス
に
対
す
る
キ
ン
グ
の
賞
賛
の
こ
と
ば
が
添
え
ら
れ
て
い
た
）
48
（

。

一
九
六
一
年
、
パ
ー
ク
ス
は
、
エ
レ
イ
ン
・
イ
ー
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
と
出
会
う
。
二
人
と
も
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
で
、
ア
ラ
バ
マ
州
タ
ス

キ
ー
ギ
の
生
ま
れ
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
）
49
（

。
ス
テ
ィ
ー
ル
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
八
七
年
に
パ
ー
ク
ス
が
「
ロ
ー
ザ
＆
レ
イ
モ
ン

ド
・
パ
ー
ク
ス
自
己
開
発
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を
設
立
し
た
と
き
に
、
共
同
設
立
者
に
な
っ
た
人
で
あ
る
）
50
（

。

パ
ー
ク
ス
の
教
会
生
活
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
。
パ
ー
ク
ス
は
、
セ
ン
ト
・
マ
シ
ュ
ー
A
M
E
教
会
（St. M

atthew
 

A
M

E
 C

hurch

）
の
教
会
員
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
こ
の
教
会
を
選
ん
だ
の
は
、
彼
女
の
従
姉
妹
の
ア
ニ
ー
・
メ
イ
・
ク
ル
ー
ズ
（A

nnie 

M
ae C

ruse

）
が
、
こ
の
教
会
の
教
会
員
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
は
、
パ
ー
ク
ス
は
、
同
教
会
で
、
執
事
（deaconess

）

に
な
っ
た
）
51
（

。

デ
ト
ロ
イ
ト
に
移
っ
て
か
ら
は
、
一
九
六
二
年
九
月
に
、
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
で
開
か
れ
た
S
C
L
C
大
会
で
、
パ
ー
ク
ス
は
キ
ン
グ
に

会
っ
た
）
52
（

。
次
に
パ
ー
ク
ス
が
キ
ン
グ
に
会
っ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
六
月
二
三
日
、
デ
ト
ロ
イ
ト
で
の
「
キ
ン
グ
の
大
い
な
る
自
由
へ
の

行
進
（K

ing ’s G
reat M

arch to Freedom

）」
と
し
て
知
ら
れ
る
行
事
に
お
い
て
で
あ
っ
た
）
53
（

。
キ
ン
グ
は
、
そ
の
行
事
に
お
い
て
、
コ
ー

ボ
ー
・
ホ
ー
ル
で
の
自
由
を
求
め
る
大
会
演
説
（A

ddress at the Freedom
 R

ally in C
obo H

all

）
を
行
な
う
。

こ
の
演
説
で
も
、
キ
ン
グ
は
、
非
暴
力
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。「
こ
の
方
法
﹇
非
暴
力
の
方
法
﹈
は
敵
対
者
を
武
装
解
除
す
る
。

（
中
略
）
こ
の
方
法
に
は
パ
ワ
ー
が
あ
る
。（
中
略
）
あ
な
た
の
剣
を
お
さ
め
よ
」
と
）
54
（

。

キ
ン
グ
は
、
こ
の
演
説
の
最
後
の
部
分
で
、「
今
日
の
午
後
、
私
に
は
夢
が
あ
る
（I have a dream

 this afternoon.

）」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
て
い
る
）
55
（

。
こ
れ
は
、
そ
の
二
ヵ
月
後
に
行
な
わ
れ
た
「
職
と
自
由
の
た
め
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
（M

arch on 

W
ashington for Jobs and Freedom

）」
に
お
い
て
有
名
に
な
っ
た
「
私
に
は
夢
が
あ
る
」
の
フ
レ
ー
ズ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
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パ
ー
ク
ス
は
、
そ
の
日
（
六
月
二
三
日
）
の
午
後
の
大
半
を
キ
ン
グ
と
過
ご
し
た
。
奴
隷
解
放
宣
言
百
周
年
を
祝
っ
た
、
そ
の
日
の
キ
ン

グ
の
「
コ
ー
ボ
ー
・
ホ
ー
ル
で
の
自
由
を
求
め
る
大
会
演
説
」
は
、
パ
ー
ク
ス
が
こ
れ
ま
で
聞
い
た
も
の
の
な
か
で
最
高
の
も
の
だ
っ
た
）
56
（

。

そ
れ
か
ら
二
ヵ
月
後
の
一
九
六
三
年
八
月
二
八
日
、
パ
ー
ク
ス
は
、「
職
と
自
由
の
た
め
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
で
、
再
び
キ
ン
グ
と

会
っ
た
）
57
（

。

「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
の
演
説
は
、
ま
ず
、
奴
隷
解
放
宣
言
か
ら
百
年
た
っ
た
現
時
点
で
も
、
黒
人
は
ま
だ
自
由
で
は
な
い
、
と
い
う

内
容
か
ら
始
ま
る
。
ア
メ
リ
カ
の
創
設
者
た
ち
が
独
立
宣
言
と
憲
法
を
つ
く
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
そ
の
な
か
に
、
白
人
と
同
様
に
黒
人
に

も
、
生
命
・
自
由
・
幸
福
追
求
の
譲
渡
す
べ
か
ら
ざ
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
記
し
、
そ
れ
を
約
束
手
形
と
し
て
渡
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
、
黒
人
に
対
し
て
、
不
渡
り
小
切
手
を
切
っ
た
の
で
、
今
ワ
シ
ン
ト
ン
に
小
切
手
を
現
金
化
す
る
た
め
に

来
た
の
で
あ
る
と
、
キ
ン
グ
は
言
う
）
58
（

。

二
ヵ
月
前
の
六
月
に
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
「
コ
ー
ボ
ー
・
ホ
ー
ル
で
の
自
由
を
求
め
る
大
会
演
説
」
で
繰
り
返
し
た
「
私
に
は
夢
が
あ
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
、
今
回
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
の
演
説
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
レ
ー
ズ
の
内
容
と
順
序

は
、
全
く
同
一
で
は
な
い
。

最
後
に
、
こ
の
演
説
に
お
い
て
、
キ
ン
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
す
べ
て
の
山
脈
か
ら
自
由
の
鐘
を
鳴
り
響
か
せ
よ
う
！
（From

 every 

m
ountainside, let freedom

 ring!

）」（
旧
ア
メ
リ
カ
国
歌
の
一
部
）
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ス
は
、
こ
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
の
集
会
に
、
S
C
L
C
に
よ
っ
て
招
か
れ
た
）
59
（

。
し
か
し
、
パ
ー
ク
ス
は
、
こ
の
集
会
に
失

望
し
て
い
る
。
こ
の
大
会
が
、
性
差
別
（sexism

）
で
進
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
男
性
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
と
並
ん
で
行
進
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
女
性
は
演
説
の
依
頼
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ス

自
身
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
）
60
（

。
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私
﹇
パ
ー
ク
ス
﹈
は
、
公
民
権
法
を
連
邦
の
法
律
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
一
九
六
三
年
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大

行
進
」
に
も
参
加
し
た
。
女
性
は
あ
ま
り
大
き
な
役
割
を
も
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
行
進
準
備
委
員
会
は
、
コ
レ
ッ

タ
・
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
（C

oretta Scott K
ing

﹇, 1927

―2006

﹈）
や
他
の
男
性
指
導
者
の
妻
た
ち
が
夫
と
一
緒
に
行
進
す

る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
彼
女
た
ち
の
た
め
の
別
の
行
進
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ
ン
グ
が
リ
ン
カ
ー
ン
大

統
領
記
念
碑
の
前
で
有
名
な
「
私
に
は
夢
が
あ
る
」
演
説
を
し
た
、
あ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
女
性
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
一
人
も

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
四
年
初
頭
、
パ
ー
ク
ス
は
、
後
に
ミ
シ
ガ
ン
州
選
出
の
民
主
党
の
下
院
議
員
に
な
る
ジ
ョ
ン
・
コ
ニ
ャ
ー
ズ
（John C

onyers

）

の
選
挙
運
動
に
志
願
し
た
。
パ
ー
ク
ス
は
、
コ
ニ
ャ
ー
ズ
の
た
め
に
、
キ
ン
グ
に
演
説
を
頼
み
、
キ
ン
グ
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会
（C

entral M
ethodist C

hurch

）
で
、
演
説
を
行
な
っ
た
。
公
職
に
就
い
た
コ
ニ
ャ
ー
ズ
が
最
初
に
し
た
こ
と
は
、
パ
ー
ク
ス
を
雇

う
こ
と
だ
っ
た
。
一
九
六
五
年
三
月
一
日
に
、
パ
ー
ク
ス
は
コ
ニ
ャ
ー
ズ
の
事
務
所
で
働
き
始
め
た
。
以
後
、
一
九
八
八
年
九
月
三
〇
日
に

退
職
す
る
ま
で
、
二
三
年
間
、
パ
ー
ク
ス
は
彼
の
も
と
で
働
い
た
）
61
（

。

一
九
六
五
年
初
頭
、
キ
ン
グ
と
S
C
L
C
は
、
黒
人
の
選
挙
登
録
運
動
で
あ
ま
り
成
果
を
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
ア
ラ
バ
マ
州
セ
ル
マ

（Selm
a

）
を
、
デ
モ
行
進
の
場
所
と
し
て
、
選
ん
だ
。
キ
ン
グ
は
、
セ
ル
マ
か
ら
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
へ
の
約
五
〇
マ
イ
ル
（
約
八
〇
キ
ロ
）

に
わ
た
る
大
行
進
を
呼
び
か
け
、
そ
の
日
を
一
九
六
五
年
三
月
七
日
に
定
め
た
）
62
（

。

一
九
六
五
年
三
月
、
パ
ー
ク
ス
に
、
キ
ン
グ
は
依
頼
の
電
話
を
し
た
。
既
に
「
流
血
の
日
曜
日
（B

loody Sunday

）」
に
関
わ
っ
て
い

た
キ
ン
グ
は
、
パ
ー
ク
ス
に
、
ア
ラ
バ
マ
へ
戻
っ
て
、
次
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
へ
の
行
進
（
三
月
二
五
日
）
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
）
63
（

。

パ
ー
ク
ス
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
近
く
の
最
終
ラ
ッ
プ
で
、
行
進
に
参
加
す
る
よ
う
に
招
か
れ
た
）
64
（

。

セ
ル
マ
を
出
発
し
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
に
到
着
し
た
一
九
六
五
年
三
月
二
五
日
に
、
キ
ン
グ
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
会
議
事
堂
前
に
て
、
モ
ン
ゴ
メ
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リ
ー
へ
の
セ
ル
マ
行
進
の
終
結
演
説
（A

ddress at the C
onclusion of the Selm

a to M
ontgom

ery M
arch

）
を
行
な
う
。
そ
の
内
容

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
か
ら
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
へ
、
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
か
ら
セ
ル
マ
へ
、
そ
し
て
セ
ル
マ
か
ら
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
へ
と
い
う
円
環

を
描
い
た
足
跡
は
、
長
く
ま
た
し
ば
し
ば
流
血
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
や
闇
を
抜
け
出
て
公
道
（highw

ay

）
に
な
っ
た
」。
そ
の

よ
う
に
キ
ン
グ
は
宣
言
す
る
）
65
（

。

キ
ン
グ
は
、
こ
の
講
演
に
お
い
て
、「
前
進
」
と
い
う
語
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
私
た
ち
は
前
進
し
て
い
る

の
だ
。（W

e are on the m
ove.

）
そ
う
だ
、私
た
ち
は
前
進
し
て
い
る
。（
中
略
）
私
た
ち
は
自
由
の
国
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
る
の
だ
。

そ
れ
ゆ
え
私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
勝
利
の
前
進
を
続
け
て
行
こ
う
」
と
）
66
（

。

そ
の
際
、
つ
ま
り
前
進
し
て
行
く
際
、「
非
暴
力
」
に
よ
っ
て
前
進
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
非
暴
力
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。「
そ

れ
ゆ
え
私
は
今
日
の
午
後
前
進
し
て
行
く
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
に
、
非
暴
力
（nonviolence

）
に
留
ま
れ
、
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
白
人
を
打
ち
負
か
す
こ
と
で
も
辱
め
る
こ
と
で
も
な
く
、
彼
﹇
白
人
﹈
の
友
情
と
理
解
を
獲
得
す

る
こ
と
で
あ
る
」
と
）
67
（

。

最
後
に
、
キ
ン
グ
は
聴
衆
に
向
か
っ
て
言
う
。「
そ
の
時
﹇
人
間
が
人
間
と
し
て
生
き
ら
れ
る
日
の
こ
と
﹈
は
い
つ
な
の
か
。
も
う
す
ぐ

だ
。
な
ぜ
な
ら
道
徳
的
宇
宙
の
弧
は
ど
ん
な
に
長
く
て
も
、
正
義
に
向
か
っ
て
曲
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。（
中
略
）
主
の
真
理
は
進
ん
で
行

く
。（
中
略
）
わ
れ
ら
の
神
は
進
ま
れ
る
」
と
）
68
（

。

ジ
ョ
ン
・
ル
イ
ス
（John Lew

is

）
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
つ
い
に
ア
ラ
バ
マ
川
を
越
え
て
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
市
に
入
っ
た
時
、
そ
れ
は
あ

た
か
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
紅
海
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
を
渡
る
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
つ
い
に
、

一
九
六
五
年
三
月
二
五
日
、
木
曜
日
に
、
州
会
議
事
堂
の
階
段
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
言
い
、
ま
た
「
こ
の
行
進
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
子
た
ち
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
導
き
出
す
モ
ー
セ
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
）
69
（

。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
セ
ル
マ
行
進
は
、
一
九
六
五
年
八
月
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
を
し
て
黒
人
の
選
挙
権
に
関
す
る
公
民
権
法
に
署
名

さ
せ
、
正
式
な
連
邦
の
法
律
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

セ
ル
マ
以
後
、
パ
ー
ク
ス
は
、
多
人
種
組
織
で
あ
る
女
性
公
共
政
策
委
員
会
（the W

om
en ’s Public A

ffairs C
om

m
ittee

）
へ
の
関
与

を
よ
り
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
セ
ル
マ
以
後
、
パ
ー
ク
ス
は
、
S
C
L
C
や
N
A
A
C
P
の
代
表
と
し
て
公
の
場
に
た
び

た
び
現
わ
れ
、
全
米
黒
人
女
性
協
会
の
終
身
名
誉
会
員
（honorary lifetim

e m
em

bership in the N
ational A

ssociation of C
olored 

W
om

en

）
に
も
な
っ
た
）
70
（

。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
パ
ー
ク
ス
の
な
か
に
は
、
あ
た
か
も
二
人
の
異
な
っ
た
人
物
が
存
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ひ
と
り

は
、
伝
統
的
な
従
順
な
黒
人
女
性
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
り
は
、
み
ず
か
ら
の
人
権
を
果
敢
に
求
め
て
い
く
、
現
代
的
な
そ
し
て
急
進
的
な
黒

人
女
性
で
あ
る
）
71
（

。

パ
ー
ク
ス
が
、
キ
ン
グ
の
ス
ピ
ー
チ
を
最
後
に
聞
い
た
の
は
、
一
九
六
七
年
の
S
C
L
C
大
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
に
と
っ

て
、
こ
れ
が
、
キ
ン
グ
生
前
の
最
後
の
出
会
い
に
な
っ
た
）
72
（

。

Ⅳ
．
デ
ト
ロ
イ
ト
時
代
――
キ
ン
グ
の
死
後
――

キ
ン
グ
は
、
一
九
六
八
年
四
月
四
日
に
、
テ
ネ
シ
ー
州
メ
ン
フ
ィ
ス
（M

em
phis

）
で
、
銃
殺
さ
れ
、
そ
の
生
涯
を
突
然
閉
じ
さ
せ

ら
れ
た
。
そ
の
日
、
パ
ー
ク
ス
の
一
部
は
、
キ
ン
グ
と
と
も
に
死
ん
だ
、
と
彼
女
自
身
述
べ
て
い
る
（A

 part of R
osa Parks died w

ith 

K
ing that da

）
73
（y.

）。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ク
ス
と
キ
ン
グ
と
の
交
わ
り
と
い
う
点
で
は
、
こ
こ
で
本
稿
を
閉
じ
て
も
い
い
。
し
か
し
、
キ
ン

グ
死
後
に
も
パ
ー
ク
ス
は
、
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
思
想
的
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
ま
た
重
要
な
活
動
も
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ

ky5032�ークスe.indd   223 11.7.25   2:23:30 PM



224

い
て
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

キ
ン
グ
と
ニ
ク
ソ
ン
や
、
キ
ン
グ
と
ア
バ
ナ
シ
ー
と
の
関
係
と
違
っ
て
、
キ
ン
グ
と
パ
ー
ク
ス
は
、
生
涯
信
頼
の
気
持
ち
を
も
ち
続
け

た
）
74
（

。
こ
れ
は
真
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
キ
ン
グ
の
非
暴
力
抵
抗
思
想
に
関
し
て
は
、
パ
ー
ク
ス
は
、
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
は
完
全
に
は
従
え
な
い

と
思
い
続
け
て
い
た
こ
と
も
真
実
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ス
の
次
の
こ
と
ば
が
、
そ
の
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。「
今
日
に
至
る
ま
で
、
私
﹇
パ
ー

ク
ス
﹈
は
、
す
べ
て
の
状
況
下
で
非
暴
力
を
完
璧
に
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権

運
動
は
、
キ
ン
グ
と
彼
の
非
暴
力
主
義
へ
の
強
い
信
念
が
な
か
っ
た
ら
、
成
功
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
、
確
信
し
て
い
る
）
75
（

」。
マ
ル
コ
ム
X

（M
alcolm

 X
, 1925

―1965

）
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
強
め
ら
れ
た
。

一
九
六
五
年
二
月
に
、
マ
ル
コ
ム
X
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ー
レ
ム
で
射
殺
さ
れ
た
。
暗
殺
さ
れ
る
一
週
間
前
に
、
マ
ル
コ
ム
X
が
デ
ト

ロ
イ
ト
を
訪
問
し
た
と
き
、
パ
ー
ク
ス
は
、
彼
に
会
い
、
マ
ル
コ
ム
X
を
、
温
か
く
て
、
魅
力
の
あ
る
人
物
だ
と
感
じ
て
い
る
）
76
（

。
そ
し
て
、

「
マ
ル
コ
ム
X
も
非
暴
力
主
義
の
支
持
者
で
は
な
か
っ
た
」
と
パ
ー
ク
ス
は
言
っ
て
い
る
）
77
（

。

一
方
、
キ
ン
グ
は
マ
ル
コ
ム
X
を
尊
敬
し
て
い
た
も
の
の
、
キ
ン
グ
は
マ
ル
コ
ム
X
が
も
つ
暴
力
主
義
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

る
。「
暴
力
は
非
実
際
的
で
あ
り
、
今
や
わ
れ
わ
れ
は
以
前
に
も
増
し
て
わ
が
社
会
に
お
け
る
正
義
の
統
治
と
愛
の
支
配
に
到
達
す
る
た
め

に
、
非
暴
力
の
道
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
憎
悪
と
暴
力
は
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
生
き
残
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
無

限
地
獄
に
投
げ
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
78
（

」。
こ
こ
に
は
、
キ
ン
グ
と
マ
ル
コ
ム
X
と
の
相
容
れ
な
い
思
想
的
隔
た
り

が
あ
る
。
パ
ー
ク
ス
は
、
マ
ル
コ
ム
X
の
ほ
う
に
共
感
し
て
い
る
。
キ
ン
グ
と
は
違
っ
て
、
パ
ー
ク
ス
は
、
彼
女
自
身
の
こ
と
ば
と
し
て
す

で
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
状
況
下
で
、
非
暴
力
を
完
全
に
支
持
す
る
者
で
は
な
か
っ
た
）
79
（

。

一
九
七
七
年
四
月
三
日
付
け
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ダ
ー
（V

irginia D
urr

）
へ
の
手
紙
で
、
パ
ー
ク
ス
は
、
公
民
権
運
動
の
仲
間
た
ち
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
同
時
に
そ
の
こ
と
を
嘆
い
て
も
い
る
）
80
（

。
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こ
の
頃
続
け
ざ
ま
に
、
パ
ー
ク
ス
は
、
夫
と
母
を
亡
く
す
。
一
九
七
七
年
、
夫
が
七
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
に
、
母
が
九
一

歳
で
亡
く
な
る
。

一
九
八
七
年
、
パ
ー
ク
ス
の
生
来
の
夢
だ
っ
た
、「
ロ
ー
ザ
&
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
ス
自
己
開
発
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を
、
ス

テ
ィ
ー
ル
と
設
立
す
る
。
一
一
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
の
社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い
若
者
た
ち
に
、
如
何
に
し
た
ら
現
代
社
会
で
尊
厳
と
誇
り

を
も
っ
て
（w

ith dignity and honor

）
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
教
え
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
っ
た
）
81
（

。
一
九
八
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の

一
三
年
間
に
、
五
千
人
以
上
の
黒
人
の
若
者
た
ち
が
「
ロ
ー
ザ
&
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
ス
自
己
開
発
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
た
）
82
（

。

パ
ー
ク
ス
の
母
親
は
、
教
育
の
大
切
さ
を
常
に
感
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
母
親
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
た
パ
ー
ク
ス
も
、
教
育
に
多
大

の
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
特
に
次
代
の
黒
人
の
若
者
を
教
育
す
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、「
ロ
ー
ザ
&
レ
イ
モ
ン
ド
・

パ
ー
ク
ス
自
己
開
発
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
の
設
立
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

Ⅴ
．
お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
キ
ン
グ
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
最
初
か
ら
組
織
し
指
導
し
た
の
で
は

な
く
て
、
パ
ー
ク
ス
、
ニ
ク
ソ
ン
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
フ
レ
ッ
ド
、
ア
バ
ナ
シ
ー
た
ち
が
準
備
し
た
土
壌
に
、
後
か
ら
登
場
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ッ
ト
運
動
に
お
け
る
キ
ン
グ
の
貢
献
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

第
二
に
、
キ
ン
グ
と
ニ
ク
ソ
ン
や
、
キ
ン
グ
と
ア
バ
ナ
シ
ー
と
の
関
係
と
違
っ
て
、
キ
ン
グ
と
パ
ー
ク
ス
は
、
生
涯
信
頼
の
気
持
ち
を
も
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ち
続
け
た
こ
と
は
真
実
で
あ
る
が
、
キ
ン
グ
の
非
暴
力
抵
抗
思
想
に
関
し
て
は
、
パ
ー
ク
ス
は
、
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に

は
完
全
に
は
従
え
な
い
と
思
い
続
け
て
い
た
こ
と
も
真
実
で
あ
る
。
マ
ル
コ
ム
X
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
強
め
ら
れ
た
。

第
三
に
、
キ
ン
グ
個
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
組
織
（
M
I
A
や
S
C
L
C
な
ど
）
に
は
性
差
別
（sexism

）
が
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
本
論
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
で
人
種
差
別
の
な
い
バ
ス
に
最
初
に
乗
っ
た
の
は
、
キ
ン
グ
、
ア
バ
ナ
シ
ー
、
ニ

ク
ソ
ン
、
白
人
の
ス
マ
イ
リ
ー
の
男
性
た
ち
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
始
動
さ
せ
た
女
性
の
パ
ー
ク
ス

は
、
招
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
以
下
の
こ
と
も
本
論
で
示
し
た
よ
う
に
、「
職
と
自
由
の
た
め
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
に
お
い
て
も
、

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
男
性
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
並
ん
で
行
進
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
演
説
の
依
頼
も
受
け
な
か
っ
た
。

キ
ン
グ
と
の
交
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
最
後
に
、
次
代
の
黒
人
の
若
者
を
教
育
す
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
い
た
パ
ー
ク
ス

が
、
一
九
八
七
年
、「
ロ
ー
ザ
＆
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
ス
自
己
開
発
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を
、
ス
テ
ィ
ー
ル
と
設
立
し
た
こ
と
に
つ

い
て
触
れ
た
。
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